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Educational Challenge 2022 中間報告



プロジェクト概要

【当プロジェクトの目的】 ウプサラ大学と信州

大学の教育学部生の交流および良好な関係の構築

を主な目的とする。

【進行状況】①YoutubeとInstagramにおいてス

ウェーデンおよびウプサラのの魅力を定期的に発

信している。②ウプサラ大学教育学部生との交流。

③異文化経験者を囲む会2022に代表として参加

し、留学生活の魅力や情報の発信に努めた。



活動報告①Youtube, Blog, 
Instagramでの発信

• 【留学生活の発信】Youtube（Video blogという手法）
やBlogではウプサラにおける生活・大学の様子や、留学
に関する情報を定期的に発信している。

• 【信大留学知恵袋】Instagramでは信大教育学部生に向
けた留学情報発信アカウントを設立した。留学の決め手
や生活の様子を定期的に発信している。メッセージでは
当該大学への留学に関する質問が寄せられ、現地からの
最新情報を伝えている。質問者からは「ウプサラに留学
したい気持ちが強くなった」との感想を頂いた。10月28
日のインスタライブでは南オレゴン州立大学に留学中の
学生が現地から留学情報を伝える企画を行った。視聴者
は25人程で、留学に関する質問をダイレクトに答えるこ
とができた。今後当該大学教育学部のライブも行う予定
である。



②ウプサラ大学教育学部
生との交流

10月8日には信州大学の国際共修科目及び教

職大学院科目の受講生と当該大学教育学部生

との交流行事に参加した。各国の教育や学校

制度について語り、信州大学の魅力（附属学

校での実習や自然を生かした野外教育）の発

信に努めた。昼食後はウプサラ市内を共に散

策し、積極的な国際交流を行うことができた。



③異文化経験者を囲む会
2022

10月24日には留学を志す信州大学

教育学部生に向けた「異文化経験

者を囲む会2022」に出席した。当

該大学教育学部の特徴や現在履修

している授業について詳しく述べ

た。後半では留学準備に関する質

問や履修可能な授業についての質

問に対して留学中という状況を活

かした最新の情報を提供すること

ができた。



成果と課題，今後の予定

• 主に3つの活動を通して、信州大学教育

学部生に当該大学教育学部の魅力を発信、

そして信州大学教育学部の魅力を積極的

に発信した。それを踏まえ、双方大学の

良好な関係構築に貢献していると感じる。

• 今後はYoutubeやInstagram上での情報

発信をベースに当該大学教育学部生との

交流を継続的に行うと。加えて、後輩の

留学相談や質問に回答することで少しで

も留学への壁を低くしていきたい。



参考

• 【Youtube】Mana【スウェーデン交換留学生】

https://www.youtube.com/channel/UCNZzS3w-oRCns9cKmR_3zuA/featured

• 【Blog】おすしのスウェーデン留学https://ameblo.jp/uppsala2022-2023/

• 【Instagram】信大留学知恵袋 @shinshu_global

https://www.youtube.com/channel/UCNZzS3w-oRCns9cKmR_3zuA/featured
https://ameblo.jp/uppsala2022-2023/

